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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　励起光源と、
　該励起光源からの射出光を励起光として発光する蛍光体層が周方向に敷設された蛍光ホ
イールと、
　該蛍光ホイールを駆動するホイールモータと、
　前記蛍光体層に前記励起光源による励起光が照射されている状態で、前記ホイールモー
タを停止させるか駆動させるかを決定するモータ制御手段と、
　を備えることを特徴とする光源ユニット。
【請求項２】
　前記励起光源に流れる駆動電流を測定する励起電流測定手段と、
　前記励起光源に流れる駆動電流の値と前記ホイールモータの停止又は駆動との関係に関
する情報が記憶された制御情報記憶手段と、をさらに備え、
　前記モータ制御手段は、前記励起電流測定手段から送出された駆動電流の値と前記制御
情報記憶手段に記憶された情報とを対比し、前記制御情報記憶手段に記憶された情報を基
に前記ホイールモータを停止させるか駆動させるかを決定することを特徴とする請求項１
に記載の光源ユニット。
【請求項３】
　前記制御情報記憶手段には、前記ホイールモータの停止又は駆動の条件となる前記励起
光源に流れる境界駆動電流の情報である境界駆動電流情報が記憶され、
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　前記モータ制御手段は、前記励起光源を流れる駆動電流の値が前記境界駆動電流未満の
場合に前記ホイールモータを停止させると決定し、前記励起光源を流れる駆動電流の値が
前記境界駆動電流以上の場合に前記ホイールモータを駆動させると決定することを特徴と
する請求項２に記載の光源ユニット。
【請求項４】
　前記制御情報記憶手段には、前記励起光源に流れる駆動電流と前記蛍光ホイールの回転
速度とに関する情報が記憶され、
　前記モータ制御手段は、前記励起光源を流れる駆動電流の値に応じた前記蛍光ホイール
の回転速度となるように前記ホイールモータを制御することを特徴とする請求項２又は請
求項３に記載の光源ユニット。
【請求項５】
　赤色波長帯域光を射出する赤色光源と、
　青色波長帯域光を射出する青色光源と、
　前記励起光源、前記赤色光源及び前記青色光源を時分割制御する光源制御手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の光源ユ
ニット。
【請求項６】
　当該光源ユニットからの射出光の照度を測定する照度測定手段と、
　当該光源ユニットからの出力に関する情報が予め記憶された出力情報記憶手段と、
　前記照度測定手段から送出される出力情報と前記出力情報記憶手段に予め記憶された出
力情報とを比較し、前記照度測定手段から送出される出力情報が予め記憶された出力情報
と同一になるよう当該光源ユニットに流す電流を調整する電流制御手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れかに記載の光源ユニット
。
【請求項７】
　射出する光源光の輝度が異なる複数の輝度モードを備え、
　前記モータ制御手段は、前記輝度モードに応じて前記ホイールモータを停止させるか駆
動させるかを決定することを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の光
源ユニット。
【請求項８】
　前記蛍光ホイールは、該励起光源からの射出光を受けて緑色波長帯域光を射出すること
を特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の光源ユニット。
【請求項９】
　光源ユニットと、
　表示素子と、
　前記光源ユニットからの射出光を前記表示素子まで導光する導光光学系と、
　前記表示素子で生成された投影光を投影する投影側光学系と、
を備え、
　前記光源ユニットが、請求項１乃至請求項８の何れかに記載の光源ユニットであること
を特徴とするプロジェクタ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消費電力量を削減した光源ユニット、及び、この光源ユニットを備えたプロ
ジェクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、パーソナルコンピュータの画面やビデオ画像、さらにメモリカード等に記憶され
ている画像データによる画像等をスクリーンに投影する画像投影装置としてのデータプロ
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ジェクタが多用されている。このようなプロジェクタにおいて、従来は高輝度の放電ラン
プを光源とするものが主流であったが、近年、光源装置の発光素子として発光ダイオード
（ＬＥＤ）やレーザ発光器、有機ＥＬ、あるいは、蛍光体等を用いる開発や提案が多々な
されている。
【０００３】
　例えば、特開２００４－３４１１０５号公報（特許文献１）では、透光性を有した円板
からなる蛍光ホイールの表面に、赤色、緑色、青色蛍光体層を並設し、蛍光ホイールの裏
面に紫外線透過、可視光反射のダイクロイックフィルタを配置し、蛍光ホイールの裏面側
から蛍光体層に紫外光を照射することにより赤色、緑色、青色波長帯域の光源光を生成す
る光源装置の提案がなされている。
【０００４】
　また、本願出願人は、先の出願において、励起光源としてのレーザ発光器と、反射面上
に蛍光体層が形成された蛍光ホイールと、を備えた光源装置の提案をしている。この提案
では、レーザ発光器からレーザ光線を蛍光体層に照射し、蛍光体層の蛍光体から射出され
る蛍光光をレーザ光線を照射した面と同一の面から抽出し光源光として利用する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３４１１０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように、励起光源からの射出光を蛍光体層に照射して、蛍光体層の蛍光体から
射出される蛍光光を光源光として利用するプロジェクタがある。このようなプロジェクタ
では、励起光源の出力を上げることにより蛍光体の発光量を増加させることができるが、
励起光源の出力を上げた場合、蛍光体が発熱し光量が減少する、あるいは、蛍光体に燃焼
による破損が生じてしまうおそれがあった。
【０００７】
　そこで、蛍光体層が周方向に敷設された蛍光ホイールを回転させて、蛍光体層における
励起光が照射される位置を変化させることにより、蛍光体の発熱、燃焼を防止する方法が
ある。しかしながら、蛍光ホイールを常時回転させた場合、ホイールモータを常時駆動さ
せることとなるため、電力消費量が増えるという問題点があった。
【０００８】
　本発明は上述したような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、蛍光体を損傷
させないようにしつつ電力消費量を削減できる光源ユニットを提供することを目的として
いる。
　また、この光源ユニットを備えることにより投影時の電力消費量を削減できるプロジェ
クタを提供することを目的としている。
 
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の光源ユニットは、励起光源と、該励起光源からの射出光を励起光として発光す
る蛍光体層が周方向に敷設された蛍光ホイールと、該蛍光ホイールを駆動するホイールモ
ータと、前記蛍光体層に前記励起光源による励起光が照射されている状態で、前記ホイー
ルモータを停止させるか駆動させるかを決定するモータ制御部と、を備えることを特徴と
する。
 
【００１０】
　また、本発明の光源ユニットは、前記励起光源に流れる駆動電流を測定する励起電流測
定手段と、前記励起光源に流れる駆動電流の値と前記ホイールモータの停止又は駆動との
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関係に関する情報が記憶された制御情報記憶手段と、をさらに備え、前記モータ制御手段
は、前記励起電流測定手段から送出された駆動電流の値と前記制御情報記憶手段に記憶さ
れた情報とを対比し、前記制御情報記憶手段に記憶された情報を基に前記ホイールモータ
を停止させるか駆動させるかを決定することを特徴とする
 
【００１１】
　この光源ユニットにおいて、前記制御情報記憶手段には、前記ホイールモータの停止又
は駆動の条件となる前記励起光源に流れる境界駆動電流の情報である境界駆動電流情報が
記憶され、前記モータ制御手段は、前記励起光源を流れる駆動電流の値が前記境界駆動電
流未満の場合に前記ホイールモータを停止させると決定し、前記励起光源を流れる駆動電
流の値が前記境界駆動電流以上の場合に前記ホイールモータを駆動させると決定すること
を特徴とする。
 
【００１２】
　また、本発明の光源ユニットにおいて、前記制御情報記憶手段には、前記励起光源に流
れる駆動電流と前記蛍光ホイールの回転速度とに関する情報が記憶され、前記モータ制御
手段は、前記励起光源を流れる駆動電流の値に応じた前記蛍光ホイールの回転速度となる
ように前記ホイールモータを制御することを特徴とする。
【００１３】
　そして、本発明の光源ユニットは、赤色波長帯域光を射出する赤色光源と、青色波長帯
域光を射出する青色光源と、前記励起光源、前記赤色光源及び前記青色光源を時分割制御
する光源制御手段と、をさらに備えることを特徴とする。
　また、本発明の光源ユニットは、当該光源ユニットからの射出光の照度を測定する照度
測定手段と、当該光源ユニットからの出力に関する情報が予め記憶された出力情報記憶手
段と、前記照度測定手段から送出される出力情報と前記出力情報記憶手段に予め記憶され
た出力情報とを比較し、前記照度測定手段から送出される出力情報が予め記憶された出力
情報と同一になるよう当該光源ユニットに流す電流を調整する電流制御手段と、をさらに
備えることを特徴とする。
 
【００１４】
　また、本発明の光源ユニットは、射出する光源光の輝度が異なる複数の輝度モードを備
え、前記モータ制御手段は、前記輝度モードに応じて前記ホイールモータを停止させるか
駆動させるかを決定することを特徴とする。
　そして、本発明の光源ユニットにおいて、前記蛍光ホイールは、該励起光源からの射出
光を受けて緑色波長帯域光を射出することを特徴とする。
 
【００１５】
　本発明に係るプロジェクタは、光源ユニットと、表示素子と、前記光源ユニットからの
射出光を前記表示素子まで導光する導光光学系と、前記表示素子で生成された投影光を投
影する投影側光学系と、を備え、前記光源ユニットが、上述の本発明の光源装置であるこ
とを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、蛍光体を損傷させないようにしつつ電力消費量を削減できる光源ユニ
ットと、この光源ユニットを備えることにより投影時の電力消費量を削減できるプロジェ
クタと、を提供することができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００２２】
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【図１】本発明の実施例に係るプロジェクタを示す外観斜視図である。
【図２】本発明の実施例に係るプロジェクタの上カバーを外した内部構造を示す平面模式
図である。
【図３】本発明の実施例に係るプロジェクタの機能ブロックを示す図である。
【図４】本発明の実施例に係るプロジェクタのホイールモータ制御に関する制御フローを
示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００２７】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて詳説する。図１は、プロジェクタ1の外観斜視
図である。なお、本実施例において、プロジェクタ1における左右とは投影方向に対して
の左右方向を示し、前後とはプロジェクタ1の投影方向及び光線束の進行方向に対しての
前後方向を示す。
 
【００２８】
　プロジェクタ1は、図１に示すように、略直方体形状をした手乗りサイズの小型プロジ
ェクタ1であって、上ケース5と下ケース6により内部を覆うようにして構成されている。
そして、プロジェクタ筐体の前方に位置する上ケース5と下ケース6とが嵌合されてなる正
面板12には、略中央にレンズ鏡筒225が配置され、右側板15近傍に吸気孔18が形成されて
いる。
【００２９】
　また、プロジェクタ筐体の上ケース5によって形成される上面板11にはキー／インジケ
ータ部37が設けられ、このキー／インジケータ部37には、電源スイッチキーや電源のオン
又はオフを報知するパワーインジケータ、投影のオン、オフを切りかえる投影スイッチキ
ー、光源ユニットや表示素子又は制御回路等が過熱したときに報知をする過熱インジケー
タ等のキーやインジケータが配置されている。さらに、プロジェクタ筐体の後方や側方に
位置する上ケース5と下ケース6とが嵌合されてなる背面板13や右側板15には、ＵＳＢ端子
や電源アダプタプラグ、メモリカードの挿入口等の各種端子が設けられている。
【００３０】
　次に、このプロジェクタ1の内部構造について述べる。図２は、プロジェクタ1の内部構
造を示す平面模式図である。プロジェクタ1は、図２に示すように、中央部分に光源ユニ
ット60を備え、光源ユニット60の左側方に投影側光学系が内装されたレンズ鏡筒225を備
え、レンズ鏡筒225と左側板14との間にバッテリー55を備えている。また、プロジェクタ1
は、レンズ鏡筒225と背面板13との間におけるバッテリー55の近傍に、左側板14と平行に
配置されたＤＭＤ等の表示素子51を備えている。さらに、プロジェクタ1は、光源ユニッ
ト60の下方に主制御回路基板241を備え、レンズ鏡筒225とバッテリー55との間に電源制御
回路基板242を備えている。
【００３１】
　また、プロジェクタ1は、光源ユニット60及びレンズ鏡筒225と背面板13との間に、光源
ユニット60からの射出光を表示素子51に照射し、かつ、表示素子51で反射されたオン光の
光軸を投影側光学系の光軸に一致させて投影側光学系に向かって射出する導光光学系170
を備えている。また、光源ユニット60と右側板15との間には、背面板13側から順に、電源
コネクタ80、後述する赤色光源121用のヒートシンク190、後述する励起光源71及び青色光
源301用のヒートシンク130、冷却ファン261を備えている。
【００３２】
　そして、光源ユニット60は、冷却ファン261の近傍であって正面板12の近傍に配置され
た励起光照射装置70と、励起光照射装置70とレンズ鏡筒225との間に配置された青色光源
装置300と、電源コネクタ80の近傍であって背面板13の近傍に配置された蛍光発光装置100
と、励起光照射装置70と蛍光発光装置100との間に配置された赤色光源装置120と、光源ユ
ニット60から射出される赤色、緑色及び青色波長帯域光を導光光学系170まで導光する光
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源側光学系140と、から構成される。
【００３３】
　励起光照射装置70は、光軸が左側板14と平行とされた２個の励起光源71と、各励起光源
71の光軸上に配置されたコリメータレンズ73と、を備える。この励起光源71は、青色レー
ザ発光器であり、蛍光発光装置100に向けて青色波長帯域のレーザ光線を射出する。また
、励起光源71は、励起光源71用の基板を介してヒートシンク130と接触しており、このヒ
ートシンク130によって冷却される。
【００３４】
　蛍光発光装置100は、周方向に緑色蛍光体層が敷設された蛍光ホイール101と、蛍光ホイ
ール101を回転駆動するホイールモータ105と、を備える。そして、蛍光ホイール101は、
表面が鏡面加工されており、この鏡面上に円環状の緑色蛍光体層が周方向に敷設されてな
る。また、緑色蛍光体層は、耐熱性及び透光性の高いシリコン樹脂等のバインダと、この
バインダに均一に散りばめられた緑色蛍光体と、から形成されている。この緑色蛍光体層
は、励起光源71から射出されたレーザ光線を励起光として緑色の蛍光光を励起光の入射面
と同一の面から射出する。ホイールモータ105は、後述するモータ制御手段によって制御
されており、モータ制御手段からの指示にしたがって蛍光ホイール101を回転又は停止さ
せる。なお、この蛍光発光装置100における、モータ制御に関しての詳細な説明は後述す
る。
【００３５】
　赤色光源装置120は、光軸が正面板12と平行とされた赤色光源121を備える。この赤色光
源121は、赤色発光ダイオードであり、ヒートシンク190によって冷却される。また、青色
光源装置300は、光軸が励起光源71と平行とされた青色光源301を備える。この青色光源30
1は、青色発光ダイオードであり、ヒートシンク130によって冷却される。
【００３６】
　光源側光学系140は、励起光照射装置70からの射出光及び蛍光ホイール101からの蛍光光
を集光する集光レンズ110と、赤色光源121からの射出光を集光する集光レンズ125と、青
色光源301からの射出光を集光する集光レンズ305と、励起光照射装置70及び赤色光源装置
120からの射出光を透過し、蛍光発光装置100による発光光を反射する第一ダイクロイック
ミラー141と、赤色光源装置120からの射出光、及び、蛍光発光装置100による発光光を反
射し、青色光源装置300からの射出光を透過する第二ダイクロイックミラー142と、から構
成される。
【００３７】
　集光レンズ110,125,305は、複数のレンズが組み合わされることにより一つの集光レン
ズとして構成されている。また、第一ダイクロイックミラー141は、励起光照射装置70（
又は蛍光発光装置100）の光軸と赤色光源装置120の光軸とが交差する位置に配置されてい
る。さらに、第二ダイクロイックミラー142は、赤色光源装置120の光軸と青色光源装置30
0の光軸とが交差する位置に配置されている。
【００３８】
　そして、このような構成とされた光源ユニット60において、赤色波長帯域の光源光は赤
色光源121によって生成され、緑色波長帯域の光源光は励起光照射装置70からの射出光を
励起光として発光する蛍光ホイール101によって生成され、青色波長帯域の光源光は青色
光源301によって生成される。そして、各波長帯域光は、光源側光学系140によって導光光
学系170のマイクロレンズアレイ171に照射される。
【００３９】
　導光光学系170は、マイクロレンズアレイ171と、光源ユニット60からの射出光の光軸を
表示素子51に向かって変更する光軸変更ミラー173と、光軸変更ミラー173とマイクロレン
ズアレイ171との間に配置された集光レンズ172と、光軸変更ミラー173で変更された光軸
上に位置する集光レンズ174と、プリズム175と、から構成されている。マイクロレンズア
レイ171は、光源ユニット60から射出された略円形断面の光線束を、表示素子51の形状に
合わせた長方形断面の光線束に変換する。プリズム175は、表示素子51に光源光を照射す
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るコンデンサレンズとして、及び、表示素子51で生成された投影光をレンズ鏡筒225に内
装された投影側光学系の光軸と一致させるように光軸を変更する光軸変換装置として機能
する。
【００４０】
　レンズ鏡筒225に内装された投影側光学系は、固定レンズ群や可動レンズ群によって構
成されている。また、バッテリー55は、プロジェクタ1の駆動電源であり、商用電源の接
続により充電可能な２次電池である。なお、バッテリー55は、リチウムイオン電池、ニッ
ケル水素電池等の２次電池を適用可能である。そして、本実施例のプロジェクタ1は、電
気コード等を接続していなくとも、このバッテリーの電力によって投影可能とされている
。
【００４１】
　次に、プロジェクタ1のプロジェクタ制御手段について図３の機能ブロック図を用いて
述べる。プロジェクタ制御手段は、制御部38、入出力インターフェース22、画像変換部23
、表示エンコーダ24、表示駆動部26等から構成される。この制御部38は、プロジェクタ1
内の各回路の動作制御を司るものであって、演算装置としてのＣＰＵや各種セッティング
等の動作プログラムを固定的に記憶したＲＯＭ及びワークメモリとして使用されるＲＡＭ
等により構成されている。
【００４２】
　そして、このプロジェクタ制御手段により、入出力コネクタ部21から入力された各種規
格の画像信号は、入出力インターフェース22、システムバス（ＳＢ）を介して画像変換部
23で表示に適した所定のフォーマットの画像信号に統一するように変換された後、表示エ
ンコーダ24に出力される。
【００４３】
　また、表示エンコーダ24は、入力された画像信号をビデオＲＡＭ25に展開記憶させた上
でこのビデオＲＡＭ25の記憶内容からビデオ信号を生成して表示駆動部26に出力する。
【００４４】
　表示駆動部26は、表示素子制御手段として機能するものであり、表示エンコーダ24から
出力された画像信号に対応して適宜フレームレートで空間的光変調素子（ＳＯＭ）である
表示素子51を駆動するものであり、光源ユニット60から射出された光線束、即ち光源ユニ
ット60の光源側光学系140により所定の一面に集光された光線束を導光光学系170を介して
表示素子51に照射することにより、表示素子51の反射光で光像を形成し、投影側光学系を
介して図示しないスクリーンに画像を投影表示する。また、この投影側光学系の可動レン
ズ群235は、レンズモータ45によりズーム調整やフォーカス調整のための駆動が行われる
。
【００４５】
　また、画像圧縮伸長部31は、再生時にメモリカード32に記録された画像データを読み出
し、一連の動画を構成する個々の画像データを１フレーム単位で伸長し、この画像データ
を画像変換部23を介して表示エンコーダ24に出力し、メモリカード32に記憶された画像デ
ータに基づいて動画等の表示を可能とする処理を行なう。
【００４６】
　そして、筐体の上ケース5に設けられるキー／インジケータ部37からの操作信号は、直
接に制御部38に送出される。なお、制御部38にはシステムバス（ＳＢ）を介して音声処理
部47が接続されている。この音声処理部47は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備えており、投
影モード及び再生モード時には音声データをアナログ化し、スピーカ48を駆動して拡声放
音させる。
【００４７】
　また、制御部38は、光源制御手段としての光源制御回路41を制御している。この光源制
御回路41は、画像生成時に要求される所定波長帯域の光源光が光源ユニット60から射出さ
れるように、光源ユニット60の励起光照射装置70、赤色光源装置120及び青色光源装置300
の発光を個別に制御する。また、光源制御回路41は、制御部38に制御されてホイールモー
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タ105の停止、回転の制御を行うモータ制御手段としても機能する。さらに、制御部38は
、冷却ファン駆動制御回路43に光源ユニット60等に設けた複数の温度センサによる温度検
出を行わせ、この温度検出の結果から冷却ファンの回転速度を制御させている。
【００４８】
　さらに、本実施例のプロジェクタ制御手段は、光源ユニット60からの射出光の照度を測
定する照度測定手段としての照度センサ42や、励起光源71を流れる電流を測定する励起電
流測定手段としての電流測定センサ44を備える。そして、制御部38は、照度センサ42から
送出された各波長帯域光の出力に関する情報を基に、光源制御回路41を制御して、励起光
源71、赤色光源121及び青色光源301に流す電流を調整する。
【００４９】
　そして、本実施例のプロジェクタ1は、省電力モードと、通常投影モードと、高輝度投
影モードと、の３つの投影モードでの投影が可能とされている。省電力モードとは、励起
光源71、赤色光源121及び青色光源301からの出力を抑えて投影するモードであり、高輝度
投影モードとは、励起光源71、赤色光源121及び青色光源301からの出力を高くして投影す
るモードであり、通常投影モードとは、省電力モードと高輝度投影モードとの中間のモー
ドである。
【００５０】
　このような投影モードを実現するために、制御部38は、各モード時における各光源71,1
21,301からの出力に関する情報が予め記憶された出力情報記憶手段として、及び、各モー
ドでの投影時における各光源71,121,301に流す電流に関する情報が予め記憶された電流情
報記憶手段として機能する。
【００５１】
　そして、制御部38は、光源制御回路41を制御して、設定されている投影モードに応じて
、記憶されている情報を基に各光源71,121,301を、複数の輝度モードで点灯させる。つま
り、制御部38は、省電力モードの場合に各光源71,121,301を低輝度モードで点灯させ、通
常投影モードの場合に各光源71,121,301を中輝度モードで点灯させ、高輝度投影モードの
場合に各光源71,121,301を高輝度モードで点灯させる。また、制御部38は、照度センサ42
から送出される各光源71,121,301の出力情報と予め記憶された出力情報とを比較し、出力
に差がある場合には、照度センサ42から送出される出力情報が予め記憶された出力情報と
同一になるよう各光源71,121,301に流す電流を調整する。このように制御部38が光源制御
回路41を制御することにより、各光源71,121,301のいずれかに経年劣化等による輝度の低
下が生じても製品出荷当初の輝度バランスを保つことができる。
【００５２】
　このような構成とされた本実施例のプロジェクタ1では、バッテリー駆動で長時間の投
影を可能にするため、投影時の電力消費量を削減する必要がある。本実施例のプロジェク
タ1では、蛍光体層の一部に高出力な励起光が照射されることで蛍光体が加熱劣化や燃焼
により破損し、発光量の減少が生じることを防止するために蛍光ホイール101を回転させ
る構成としている。しかしながら、この蛍光ホイール101を回転駆動するホイールモータ1
05の駆動電流は、大きな電力消費源となる。そこで、本実施例のプロジェクタ1では、蛍
光体に燃焼等の損傷が生じない程度の出力のときには蛍光ホイール101の回転を停止させ
る制御を行うことにより、電力消費量の削減を行っている。
【００５３】
　そして、本実施例のプロジェクタ1は、電力消費量の削減を実現するために、ホイール
モータ105の制御情報が記憶された制御情報記憶手段と、制御情報記憶手段に記憶された
情報を基にホイールモータ105を制御するモータ制御手段と、励起光源71に流れる電流を
測定する励起電流測定手段と、を有している。なお、この制御情報記憶手段及びモータ制
御手段は、制御部38の一機能であり、励起電流測定手段は、電流測定センサ44である。
【００５４】
　この制御情報記憶手段には、省電力モード及び通常投影モードの時にはホイールモータ
105停止、高輝度投影モードの時にはホイールモータ105駆動の旨の制御情報が記憶されて
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いる。また、制御情報記憶手段には、ホイールモータ105を停止させる、又は、駆動を開
始させるときの励起光源71の駆動電流である境界駆動電流情報が記憶されている。
【００５５】
　そして、モータ制御手段は、図４に示す制御フローにしたがってホイールモータ105を
制御している。すなわち、モータ制御手段は、投影モードが省電力モード又は通常投影モ
ードであるか否かを判定する投影モード判定処理（ステップＳ１０１）を実行する。そし
て、投影モード判定処理（ステップＳ１０１）において投影モードが省電力モード又は通
常投影モードであった場合、モータ制御手段は、励起光源71の駆動電流が制御情報記憶手
段に記憶された境界駆動電流未満であるか否かを判定する駆動電流判定処理（ステップＳ
１０５）を実行する。
【００５６】
　駆動電流判定処理（ステップＳ１０５）において駆動電流が境界駆動電流未満であった
場合、モータ制御手段は、ホイールモータ105を停止させるモータ停止処理（ステップＳ
１０７）を実行する。一方、投影モード判定処理（ステップＳ１０１）において高輝度投
影モードであった場合、及び、駆動電流判定処理（ステップＳ１０５）において駆動電流
が境界駆動電流以上であった場合、モータ制御手段は、ホイールモータ105を駆動させる
モータ駆動処理（ステップＳ１１０）を実行する。そして、モータ停止処理（ステップＳ
１０７）及びモータ駆動処理（ステップＳ１１０）の後、モータ制御手段は、以上の各処
理を投影終了時まで繰り返し実行する。
【００５７】
　すなわち、本実施例のプロジェクタ1では、投影モードに応じてホイールモータ105の制
御を行いつつ、励起光源71の駆動電流に応じてホイールモータ105を制御している。この
ように投影モードと駆動電流の両者を確認しながらホイールモータ105を制御するのは、
本実施例のプロジェクタ1が、上述したように照度センサ42で測定した出力の情報に基づ
いて各光源71,121,301の駆動電流を制御しているため、省電力モードや通常投影モードで
あっても照度センサ42からの情報を基に制御した励起光源71の駆動電流あるいは励起光源
71からの出力が高く、蛍光体に燃焼等が生じてしまう可能性があるためである。すなわち
、投影モードと駆動電流の両者を確認しながらホイールモータ105を制御することにより
、蛍光体の燃焼による破損を確実に防止することができる。
【００５８】
　なお、本実施例で使用している緑色蛍光体は、５．４８Ｗ／ｍｍ２の出力で励起光が照
射された場合には２０ｍｓｅｃで燃焼し、１．６２Ｗ／ｍｍ２の出力で励起光が照射され
た場合には燃焼が生じない。よって、少なくとも５．４８Ｗ／ｍｍ２のレーザ光線が出力
される駆動電流が励起光源71に流れている状態では蛍光ホイール101を回転させる必要が
あり、一方、１．６２Ｗ／ｍｍ２のレーザ光線が出力される駆動電流が励起光源71に流れ
ている状態では蛍光ホイール101を停止させることができる。
【００５９】
　本実施例のプロジェクタ1によれば、蛍光体に燃焼等の損傷が生じない範囲でホイール
モータ105の停止、又は、駆動の制御を行うモータ制御手段を備えることにより、蛍光体
の燃焼等の損傷を防止しつつ、電力消費を抑えることができる。すなわち、投影時にホイ
ールモータ105を停止させることにより大きな電力消費源であるホイールモータ105の駆動
電力を減らすことができ、バッテリー55の電力による投影時の投影時間を長くできるため
、使い勝手がよく、かつ、小型のプロジェクタを提供できることとなる。
【００６０】
　また、本実施例のプロジェクタ1によれば、励起電流測定手段と、制御情報記憶手段と
、を備えることにより、励起光源71を流れる駆動電流に応じてホイールモータ105の停止
、駆動を制御できることとなり、蛍光体に燃焼等が生じることを確実に防止しつつ、電力
消費を抑えることができる。
【００６１】
　さらに、制御情報記憶手段に境界駆動電流情報が予め記憶されていることにより、モー



(10) JP 4936091 B2 2012.5.23

10

20

30

40

50

タ制御手段によるホイールモータ105の停止、駆動の制御が容易に実現できるため、蛍光
体の燃焼等を防止しつつ、電力消費を削減したプロジェクタ1を容易に提供できることと
なる。
【００６２】
　また、投影モードに応じてホイールモータ105の停止、駆動を制御することにより、複
数の投影モードを備えたあらゆるプロジェクタ1において、電力消費量の削減を容易に実
現できることとなる。
【００６３】
　なお、本実施例では、制御情報記憶手段に境界駆動電流情報を記憶させ、投影モードと
境界駆動電流情報との両者を確認しながらホイールモータ105の停止、駆動を制御する構
成としているが、制御情報記憶手段に、励起光源71に流れる駆動電流と蛍光ホイール101
の回転速度とに関する情報を記憶させ、駆動電流が高い場合には蛍光ホイール101の回転
速度を速くし、駆動電流が低い場合には蛍光ホイール101の回転速度を遅くする、又は、
停止させる構成とすることもできる。
【００６４】
　このように励起光源71に流れる駆動電流にしたがって蛍光ホイール101の回転速度をア
ナログ的に制御する構成とした場合であっても、ホイールモータ105の駆動に必要な電力
消費量を削減できるため、バッテリー55の電力で長時間投影が可能な小型プロジェクタを
提供できることとなる。
【００６５】
　また、制御情報記憶手段に、ホイールモータ105を停止させる、又は、駆動させる境界
となる励起光源71の出力の情報である境界出力情報を記憶させ、上述した照度測定手段と
しての照度センサ42から送出される励起光源71の出力情報を基にホイールモータ105を制
御する構成としてもよい。つまり、照度センサ42から送出された励起光源71の出力情報と
境界出力情報とを対比して、ホイールモータ105を制御する構成とすることもできる。こ
のように、励起光源71の出力を基にホイールモータ105を制御する構成とした場合も、上
述した各実施例と同様に、蛍光体の燃焼を防止しつつホイールモータ105の駆動に必要な
電力消費量を削減できるため、バッテリー55の電力で長時間投影が可能な小型プロジェク
タを提供できることとなる。
【００６６】
　なお、上述した実施例では、緑色波長帯域光のみ蛍光ホイール101を用いて生成してい
るも、他の波長帯域光が周方向に敷設された蛍光ホイールを備える光源ユニットにおいて
も、同様のモータ制御により電力消費量の削減が可能である。つまり、蛍光ホイールとホ
イールモータを備えたあらゆる照明装置、光源装置において同様の構成により電力消費量
の削減が可能となる。すなわち、本発明は、以上の実施例に限定されるものでなく、発明
の要旨を逸脱しない範囲で自由に変更、改良が可能である。
【符号の説明】
【００６７】
　1 　プロジェクタ
　5 　上ケース　　　　　　　　　　　　　6 　下ケース
　11　上面板　　　　　　　　　　　　　　12　正面板
　13　背面板　　　　　　　　　　　　　　14　左側板
　15　右側板
　18　吸気孔　　　　　　　　　　　　　　21　入出力コネクタ部
　22　入出力インターフェース　　　　　　23　画像変換部
　24　表示エンコーダ　　　　　　　　　　25　ビデオＲＡＭ
　26　表示駆動部　　　　　　　　　　　　31　画像圧縮伸長部
　32　メモリカード　　　　　　　　　　　37　キー／インジケータ部
　38　制御部
　41　光源制御回路　　　　　　　　　　　42　照度センサ
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　43　冷却ファン駆動制御回路　　　　　　44　電流測定センサ
　45　レンズモータ　　　　　　　　　　　47　音声処理部
　48　スピーカ　　　　　　　　　　　　　51　表示素子
　55　バッテリー　　　　　　　　　　　　60　光源ユニット
　70　励起光照射装置　　　　　　　　　　71　励起光源
　73　コリメータレンズ　　　　　　　　　80　電源コネクタ
　100 蛍光発光装置　　　　　　　　　　　101 蛍光ホイール
　105 ホイールモータ　　　　　　　　　　110 集光レンズ
　120 赤色光源装置　　　　　　　　　　　121 赤色光源
　125 集光レンズ　　　　　　　　　　　　130 ヒートシンク
　140 光源側光学系　　　　　　　　　　　141 第一ダイクロイックミラー
　142 第二ダイクロイックミラー　　　　　170 導光光学系
　171 マイクロレンズアレイ　　　　　　　172 集光レンズ
　173 光軸変更ミラー　　　　　　　　　　174 集光レンズ
　175 プリズム　　　　　　　　　　　　　190 ヒートシンク
　225 レンズ鏡筒　　　　　　　　　　　　235 可動レンズ群
　241 主制御回路基板　　　　　　　　　　242 電源制御回路基板
　261 冷却ファン　　　　　　　　　　　　300 青色光源装置
　301 青色光源　　　　　　　　　　　　　305 集光レンズ

【図１】 【図２】
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